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2020.09/30 

＜児童の生活を考える会＞ 

コロナウィルス流行に伴う緊急事態宣言が解除された 7 月中旬に、児童ワーキンググ

ループの中心メンバーにて集まり、今年度の活動の方向性について話し合いました。話し

合いは緊急事態宣言中のコロナウィルス流行に対する各事業所の対応状況や課題、みなみ

っこフェスの開催についての議題を中心に進められました。 

その結果、3 か月近くの休校に伴う長期間の 1 日利用の対応において、コロナウィル

ス対応だけでなく、プログラム作りにおいても苦労されている状況が見られていたことか

ら、各事業所において長時間支援で工夫しているプログラムやコロナウィルスの対策につ

いて確認するアンケートを 7 月下旬に実施し、希望事業所にはアンケート結果を提供し

活用していただいております。 

また、みなみっこフェスについては、コロナウィルス流行の状況をみながら、下半期に

てワーキンググループの会議を開催し、今年度の開催の有無を含めた話し合いを行いたい

と考えています。 

 

＜定例会＞ 

 例年 6月に行う「定例会」は中止いたしました。定例会メンバーの皆様には、書面にて

活動報告や今後の動きなどを報告いたしました。みなさまから暖かいお言葉をいただきま

した。ありがとうございました！ 

令和 2 年度前半期、南区自立支援連絡協議会では、新型コロナ感染拡大防止の観点よ

り、各関係機関等が集まる会を中止としてきました。その中で、4月に各事業所のみなさ

まにコロナ禍での現状や課題のアンケートを行い情報共有いたしました。また WEB会議

を行ったワーキンググループもあります。皆様に協力いただき、「つながり続けること」

を模索した半年でした。 

後半期は、感染防止を最重要事項としながら、それぞれのワーキンググループでできる

ことを考えていきます。年度単位で考えるのではなく、次年度やその次の年も見据えた動

きを作っていきます。またみなさまにも FAXやホームページなどでお知らせいたします。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 ＊令和 2年度の「ささえあいのまちづくり事業」は中止となりました。 



 

 

  

＜福祉関係事業所連絡会＞ 

４月末、区内の福祉事業所むけに、緊急事態宣言や新型コロナウィルスによる事業所へ

の影響、また事業所に寄せられる障害児・者の困難や不安・要望を明らかにするための、

緊急アンケートを行いました。その結果のまとめは、南区役所、南ブロック自立支援協議

会（南区・天白区・瑞穂区・緑区）、名古屋市に提出しています。 

・例年、５～６月に行っていた福祉事業所連絡会の全体会については、報酬改定の全体像

がわかる２月に予定しています。とはいえ、今後の新型コロナウィルス感染状況によって

は、大勢の人数が集まる場の設営は困難になるかもしれません。今後の状況を見て検討し、

ご連絡いたします。 

 

＜地域生活支援拠点の面的整備の会＞ 

南区 地域生活支援拠点事業の面的整備 

１．今年度の会議活動については、主に ZOOM アプリというネット上で顔を合わせて行

う会議形式で開催し、状況によっては対面式会議も考えていくことになりました。 

 

２．お助けショートステイの事前登録者は、現在 11人。またお試しグループホームにつ

いても実施に向け検討を始めました。 

 

３．今年度、名古屋市からこの事業の制度改正が打ち出され、拠点事業の構成員となる事

業所が、複数の法人の事業所の参加も可能とするとなり、南区が目指している面的整備

の形に近づいていくこととなりました。 

 

＜相談支援連絡会＞ 

コロナウィルスの影響が長期化すると考え、6 月から zoom アプリを使用してのリモー

ト会議に踏み切りました。6・7月はコロナウィルスの状況下で困ったことを出し合い、各

サービス事業所への影響の把握、事業所内で出来る感染対策などを確認し合いました。8

月は「相談員としての BCP（事業継続計画）」について zoom アプリのブレイクアウトル

ーム機能を使い、小グループでの意見交換をしました。発災時の不安や迷いから始まり、

想定される事への対策、また今後の人材育成の困難さなど活発な意見が出されました。ど

の相談員も、社会全体が今まで経験したことの無い事態となり、このような場で繋がれる

こと、語り合えることの大切さを再確認しました。9 月以降はそれぞれ講師等を招いて研

修を考えています。その都度コロナウィルスの状況を見てリモートでの開催に切り替えて

対応したいと思っております。 



 

＜お知らせ＞ 

「代筆・代読支援員派遣事業」  令和 2年 9月開始！！ 

視覚に障害があることにより、筆記、文字などの判読に困難のある方（身体障害者手帳を

お持ちでなくても可）のために代筆・代読を行います。利用料はかかりませんが、事前の

利用登録が必要です。 

 ・名古屋市にお住まいの方 

 ・居宅介護（家事援助のみ）または同行援護の支給決定を受けていない方（介護保険利

用者可） 

 ・郵便物や公的機関、医療関係の書類など必要不可欠な書類の代読、代筆 

 ・ガイド同行はできません。 

 ・代筆・代読支援員養成講習受講者が支援員です。 

その他の詳細は、下記までお問い合わせください 

  日々のくらし相談室（視覚総合相談室）  電話：０５２－２１１－７４６１ 
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